
商品開発・ 販売のプロに学ぶ!!
高梁川流域連携中枢都市圏事業

 5月16日（ 木）１４：００ ～１６：００
 ※受付・ 開場 13:30～

　

商品 開 発

販 路 拡 大
セミ ナ ー

    現      地 ウィズアップ くらしき
 (倉敷市阿知1-7-1天満屋倉敷店6階)　

オンライン配信  オンライン会議システムZO O Mを使用

ハイブリッド 開催

現地
定員

対象

４０ 名 ※現地の定員４０ 名を超過した場合はオンラインをご案内いたします。
※オンライン配信は定員数なし。

関西圏へ地域産品の販路開拓を目指す事業者に向けた
商品開発のポイント について～
講師  株式会社コンタン 代表取締役 鈴木 正晴

第一部
セミ ナー
14:00～

第二部
情報提供
15:30～

【 講師紹介】M ADE IN JAPAN 商品を発信する『 ハレルツナガルマーケットうめだ』、缶詰ライフス

タイル提案ブランド『 カンダフル』 等の小売店を 運営。全国を 対象にこだわりの商品の開拓や、

商品開発に力を入れており、「 ニッポンのモノヅクリ企業の、一番の相談相手となること」を企業理

念にコンサルティング活動を行っている。公設民営による令和6年7月開設予定の倉敷市アンテナ

ショップ『 クラシキ』（ 開設場所：「 KITTE大阪」）の運営事業者として、店舗運営も行う。

【 セミナー内容】地域産品を大都市圏（ 主に関西圏）で販売したいが、どういった取り組みをすれば

良いか分からず悩みを抱える事業者等に向けて、地域産品の魅力を磨き上げる手法として、デザイ

ンやパッケージ等の開発・ 改良を行い、ターゲット への訴求力を高める必要性などのアド バイスや、

大都市圏のバイヤー（ 例： 地域産品を扱うアンテナショップ・ セレクト ショップ等）・ 消費者が求める

ニーズについて解説を行う。

今後、実施予定の支援事業等のご紹介

お問い合わせ・ お申込み先

（ 公財）岡山県産業振興財団

経営支援部 中小企業支援課　 赤木・ 大村

〒701-1221 岡山市北区芳賀5301

TEL 086-286-9677　 FAX  086-286-9691　 E-mail shinfo@ optic.or.jp

開催
方法

高梁川流域圏の食品・ 加工品、雑貨事業者

参加
無料

■ 支援事業 ● バイヤーによる個別商品相談会（ ６ ，８ 月頃）
 ● 開発・ 改良した商品のテスト マーケティング（ １１月下旬～１２ 月頃）
 ● バイヤーとのマッチング商談会（ １月下旬or２ 月上旬）

■ 補助金 ● 高梁川流域圏内地域資源商品改良等補助金

セミナー 補助金申請
個別商品
相談会

マッチング
商談会

テスト
マーケティング
（ アンテナショップ）

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

商品開発から市場調査、販路拡大までトータル支援の事業です。

高梁川流域圏…倉敷市・ 新見市・ 高梁市・ 総社市・ 早島町・ 矢掛町・ 井原市・ 浅口市・ 里庄町・ 笠岡市

事業全体のスキーム

申請書様式は裏面へ

裏面の参加申込書を

FAX・ M ailいただく か

　 HPの申し込みフォームから

お申込みいただけます

主催： 倉敷市　 実施主体：（ 公財）岡山県産業振興財団

申込期限：５ 月１５日（ 水）

日時

個別商品
 相談会

補助金申請
(6月の相談会終了後)



高梁川流域連携中枢都市圏事業
商品開発・ 販路拡大 セミ ナー

参加申込書

【 お問い合わせ・ お申し 込み先】

公益財団法人岡山県産業振興財団　 経営支援部　 中小企業支援課（ 受託者）

〒701-1221　 岡山市北区芳賀 5301　 TEL： 086-286-9677　 FA X： 086-286-9691

URL　 h ttp ://w w w .op tic.o r.jp 　 　  E-M a il　 sh in fo @ o p tic.o r.jp 　 担当： 赤木・ 大村

企業名※

所在地※

TEL※

部署・ 役職

氏名

FA X

E-m a i l

参加者※

Q1 商品の開発・ 改良等の補助金にご興味はありますか

 □ はい　 □ いいえ

Q2 バイヤーによる商品開発・ 販路開拓に関する個別商品相談会にご興味はありますか

 □ はい　 □ いいえ

Q3 開発・ 改良した商品のテストマーケティングにご興味はありますか

 □ はい　 □ いいえ

Q4 バイヤーとのマッチング商談会にご興味はありますか

 □ はい　 □ いいえ

※は必須項目です。必ずご記入く ださい。

● お伺いする個人情報は(公財)岡山県産業振興財団からの情報配信及び問い合わせへの回答等の連絡や本事業の

　  円滑な遂行及び改善のための分析に使用します。

□　 リアル（ ウィズアップ）

□　 オンライン（ オンライン会議システムZOOM ）

部署・ 役職

氏名

E-m a il

参加者※

参加方法※

アンケート


